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「ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
戦

場
の
川
に
、
私
た
ち
の
手
で

大
量
の
腸
チ
フ
ス
菌
を
流
し

ま
し
た
」
。
昭
和
十
四
年
に

旧
満
州
と
モ
ン
ゴ
ル
の
国
境

で
日
満
軍
と
ソ
蒙
軍
が
戦
っ

た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
か
ら
五

車

―

。
関
軍

層

の

細
薗
戦
部
隊
だ
っ
た
石
井
部

隊
∩
型
祢
七
三
一
部
隊
）が
ｒ

当
時
、
病
原
薗
を
ば
ら
ま
い

た
事
実
を
、
こ
の
ほ
ど
二
人

の
関
係
者
が
証
言
し
た
。
ノ

モ
ン
ハ
ン
事
件
は
、
日
本
軍

の
細
菌
戦
の
初
舞
台
だ
っ

た
。
　

（石
川
　
巌
記
者
）

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
は
、
水
不
足

の
砂
漠
の
戦
場
で
、
満
州
ｏ
ハ
ル
ビ

蓄

従

本
難

あ
選

葬

離

の
給
水
班
が
活
躍
し
た
。
表
向
き
の

顔
は
防
疫
ｏ
給
水
部
隊
だ
っ
た
か
ら

．
　

　

一
‘
．　

一
　
卜
　
″
　

・
　

　

一

だ
。
部
隊
長
の
石
井
四
郎
軍
医
大
佐

（後
に
中
将
）
も
、
し
ば
し
ば
前
線

へ
奪

習

た

一
　

一Ｉ

細
薗
戦
の
研
究
部
門
か
ら
は
、
尾

め
て
証
言
し
た
の
は
、
千
葉
県
野
栄

（の
さ
か
）
町
、
元
保
守
系
町
議
の

桑

醒

完

８

、
佐
買

療

市
ヽ
無
職
鶴
田
兼
敏
さ
ん
会
０
、
静

買

難

市
、
無
碧

橋
募

完

余
し
の
二
人
だ
。

い
ず
れ
も
、
当
時
は
石
差
郡
隊
が

細
菌
戦
の
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め

矯

鬱

鷹

た
雀

隊
牒

學

る
未
成
年
軍
属
だ
っ
た
。
千
葉
さ
ん

と
雷

完

量

轟

の
資

七

て
前
線
へ
来
て
い
た
。　
　
　
　
・

三
人
の
話
を
総
合
す
る
と
、
石
井

部
隊
が
腸
チ
フ
ス
菌
の
投
入
に
踏
み

切
っ
た
の
は
ヽ
ソ
蒙
軍
の
大
攻
勢
が

中
佐
の
計
画
だ
っ
た
。

前
線
に
来
た
山
本
中
佐
と
ト
ラ
ッ

ク
に
乗
っ
て
、
投
入
地
点
を
調
査
し

て
回
っ
た
。
腸
チ
フ
ス
菌
を
入
れ
た

十
八
秘
入
り
の
石
油
缶
が
、
ハ
ル
ビ

ぶ

暑

井
議

縫

爆
饉

罰

線
へ
運
ば
れ
て
き
た
。

前
線
に
い
た
昆
虫
班
の
班
員
を
集

め
て
特
殊
作
業
班
が
編
成
さ
れ
、
深

夜
、
二
合
の
ト
ラ
ッ
ク
に
分
乗
し
て

三
回
に
わ
た
っ
て
投
入
地
点
へ
出
か

け
た
。
一
、
二
回
目
は
ソ
蒙
軍
の
砲

撃
が
激
し
か
っ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
が

湿
地
に
は
ま
り
こ
ん
だ
り
し
て
失
敗

し
た
。
よ
う
や
く
投
入
に
成
功
し
た

始
ま
り
、
日
満
軍
の
敗
北
が
決
定
的

に
な
つ
た
八
月
下
旬
．
関
東
軍
か
ら

石
井
部
隊
に
参
謀
と
し
て
配
属
さ
れ

て
い
た
山
本
書
郎
中
佐

（当
時
）
が

指
揮
を
と
っ
た
。

自
動
車
の
運
転
が
で
き
た
た
め
山

本
中
佐
と
行
動
を
共
に
し
た
千
葉
さ

ん
の
話
に
よ
る
と
、

「日
本
軍
の
陣

地
に
近
い
ホ
ル
ス
テ
ン
川
の
上
流
か

ら
病
原
菌
を
流
し
、
下
流
の
ソ
蒙
軍

に
感
染
さ
せ
る
」
と
い
う
の
が
山
本

の
は
三
回
目
だ
っ
た
。

二
回
目
の
帰
り
道
に
、
戦
場
か
ら

警

爾

彙

雰

一
番

一雷

長

・
小
松
原
中
将
の

一
行
と
出
会

い
、
ト
ラ
ッ
ク
に
収
容
し
た
。
こ
れ

が
八
月
二
十

一
日
朝
の
こ
と
な
の

で
、
三
回
日
は
お
そ
ら
く
九
月
初
め

で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
。

こ
の
と
き
も
ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
イ
ト

を
消
し
て
、
ホ
ル
ス
テ
ン
川
上
流
の

投
入
地
点
近
く
ま
で
行
っ
た
。
車
で

一
、
一
薦
簡
あ
場
所
だ

っ
た
。
積
ん

で
行
っ
た
腸
チ
フ
ス
菌
入
り
の
石
油

缶
は
二
十
二
、
三
個
。
山
本
中
佐
以

下
、
十
四
、
五
人
だ
っ
た
。

荒
縄
で
か
ら
げ
た
石
油
缶
を
左
右

軍
事
裁
判
に
も
記
録

Ｅ
え
た
細
菌
戦
部
隊
」
の
著
書

が
あ
る
常
石
敬

一
・
神
奈
川
大
教
授

の
話
　
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
で
石
井
部

隊
が
細
菌
戦
を
や
っ
た
こ
と
は
、
昭

和
二
十
四
年
に
ハ
パ
一
フ
ス
ク
で
行

わ
れ
た
ソ
連
の
軍
事
裁
判
で
も
記
録

に
よ
る
証
目
が
あ
る
「

し
か
し
、
腸
チ
フ
ス
菌
は
川
に
投

入
し
て
も
、
一
属
も
流
れ
れ
ば
効
き

目
が
な
く
な
る
。
そ
れ
は
、
当
然

石
井
部
隊
も
知
つ
て
い
た
は
ず
だ
。

の
手
に
さ
げ
て
湿
地
を
渡
り
、
川
岸

ま
で
行
っ
た
。
対
岸
で
ソ
蒙
軍
が
打

ち
上
げ
る
信
号
弾
を
仰
ぎ
な
が
ら
、

ふ
た
を
あ
け
て
、
腸
チ
フ
ス
菌
を
培

養
し
た
カ
ン
テ
ン
を
川
水
に
ぶ
ち
ま

け
た
。
ゼ
リ
ー
状
の
感
じ
の
も
の
だ
　
　
′

っ
た
と
い
う
。
証
拠
を
残
さ
ぬ
よ
う

に
、
石
油
缶
は
放
置
し
な
い
で
持
ち

帰
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　

Ｌ　
　
　
　
　
ヽ

軍
手
を
し
た
程
度
で
、
特
に
防
疫

後
、
特
殊
作
業
班
の
一
人
の
衛
生
軍

対
策
は
と
ら
な
か
っ
た
。
帰
っ
て
か
　
曹
が
ハ
イ
ラ
ル
の
病
院
で
腸
チ
フ
ス

ら
石
炭
酸
水
で
体
を
消
毒
し
た
だ
け
　
で
死
亡
し
た
の
で
、
そ
れ
と
思
い
当

だ
っ
た
と
い
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
た
っ
た
、
と
い
う
。

こ
の
投
入
作
業
に
加
わ
っ
た
鶴
田
　
　
石
橋
さ
ん
は
、
当
時
、
ハ
ル
ビ
ン

さ
ん
の
証
言
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
「
彼
の
‘
市
外
の
石
井
部
隊
に
い
て
、
生
体
実

本
気
で
細
菌
戦
を
や
っ
た
と
い
う
よ

り
は
、
訓
練
を
兼
ね
た
宣
伝
だ
っ
た

よ
う
な
感
じ
も
す
る
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
日
本
軍
が
細

薗
を
は
ら
ま
い
た
最
初
の
戦
争
だ
っ

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
翌
年
か
ら

石
蔀

膝

宙

雲

で
醤

撃

や
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
効
力
の
強

い
コ
レ
ラ
薗
ゃ
ペ
ス
ト
菌
を
使

っ

た
。
中
国
側
よ
り
日
本
軍
の
方
が
感

染
者
が
多
か
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
で

も
末
期
に
実
施
し
か
け
た
が
、
未
遂

に
終
わ
っ
て
い
る
．

場
合
は
、
投
入
し
た
病
原
薗
が
場
チ

験
用
の
捕
虜
の
世
話
を
し
て
い
た

フ
ス
菌
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の

が
、
腸
チ
フ
ス
菌
の
培
養
作
業
の
応

，　
　
　
　
　
　
　
　
援
に
駆
り
出
さ
れ
た
。

　̈
ノ
モ
ン
バ
ン
事
件
が
始
ま
っ
て
以

来
、
石
井
部
隊
は
腸
チ
フ
ス
菌
の
生

産
に
お
お
わ
ら
わ
だ
っ
た
。
培
養
基

の
カ
ン
テ
ン
や
、
培
姜
缶
を
運
ぶ
仕

事
を
手
伝
わ
さ
れ
た
。

後
に
な
っ
て
千
葉
さ
ん
は
、

「あ

の
と
き
の
腸
チ
フ
ス
薗
投
入
作
戦
は

成
功
し
た
の
か
」
と
あ
る
人
に
質
問

し
た
。

「な
ん
の
効
果
も
な
か
っ
た

よ
´
ソ
蒙
軍
の
将
兵
は
生
水
は
飲
ま

な
い
か
ら
さ
」
と
い
う
返
事
に
拍
子

抜
け
し
た
と
い
う
。　
　
　
・

山
本
音
郎
中
佐

（故
人
）
と
、
戦

後
、
交
際
が
あ
っ
た
三
木
秀
雄

・
防

衛
大
教
授

（戦
史
学
）
も
、

「ノ
モ

ン
ハ
ン
事
件
の
細
菌
戦
の
功
績
で
拿

鶏

（き
ん
し
）
勲
章
を
も
　
，
ら
っ
た
と

い
う
話
を
、
生
前
、
本
人
か
ら
聞
い

た
」
と
話
し
て
い
る
。
「．

.千葉  和雄 さん

感
染
狙
い
「石
油
缶
２０
数
個
分

効果はなかうた ?

訓練兼ねた宣伝か
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本
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初
の
細

戦
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1細菌戦の石井部隊

もとに確認 1

に

調
査
要
求

共
産
党
の
榊
利
夫
氏
は
同
日
午
後
の

衆
雌
内
閣
委
員
会
で
、
細
閥
戦
の
研
究

の
た
め
多
数
の
捕
腕
を

「
マ
ル
タ
」
と

し
て
生
体
実
験
し
た
と
さ
れ
る
石
井
部

早生省、資料

隊

（
関
東
軍
防
疫
綸
水
部
）
の
規
模
、

配
慣
状
況
な
ど
を
質
問
し
た
。

森
山
稗
久
雄

・
厚
生
省
援
限
局
賞
“

刻

一
認
長
は
、
石
井
部
隊
の

「
昭
守
名

簿
」

（
昭
和
二
十
年

一
月

一
●
）

「
部

隊
略
歴
」
を
も
と
に
符
か
し
た
。
恩
綸

を
受
け
ら
れ
る
公
務
員
は
将
校
百
三
十

二
人
、
准
士
宙

。
下
士
官

・
兵
千
百
五

十
二
人
、
文
宙
二
百
六
十
五
人
の
計
千

五
百
五
十
人
ｏ
こ
の

ほ
か

嘱
“

十
二

人
と
厳
何
人

（
軍
属
）
千
九
百
九
十
六

人
を
合
わ
せ
る
と
三
十
五
百
革
十
九
人

に
も
上
る
大
部
隊
だ

っ
た
。

ま
た
、
部
隊
路
解

（
二
十
年
六
月
十

五
日
現
在
）
に
よ
る
と
、
本
部
は

ハ
ル

ピ
ン
に
お
か
れ
、
支
部
は
大
運
、
ハ
イ

ラ
ル
な
ど
五
カ
所
。
「
氏
に
よ
れ
ば
従

来
、
隊
員
は
二
十
三
百
１

二
十
六
百
人

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
予
想
を
上
回
る

規
模
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
．

榊
氏
は
、
石
井
部
隊
は
ベ
ス
ト
、

コ

「
七
三

一
部
隊
」
が
行

っ
た
生
体
奥

験
な
ど
に
よ
る
研
究
調
査
結
果
を
ま

と
め
た
関
東
軍
マ
ル
秘
報
告
贅

レ
ラ
、
天

然

豊
な

ど
の
細
菌
を
生
体

実
験

し
、
犠
牲
者
は
中
口
、
朝
鮮
、
米

国
な
ど
八
カ
国
、
約
二
千
人
に
上
る
。

こ
の
現
慮
井
道
の
戦
後
処
理
は
終
わ

っ

て
い
な
い
」
と
政
府
と
し
て
全
耐
的
な

調
査
を
す
る
よ
う
求
め
た
。

こ
れ
に
対
Ｌ
、
森
山
業
務
第

一
課
長

は
生
体
奥
険
な
ど
の
事
実
関
係
は
承
知

し
て
い
な
い
と
し

「
調
査
は
困
難
で
は

な

い
か
と
思
う
」
と
補
弁
。
ま
た
、
日

辺
総
理
府
総
務
長
富
は

「
人
道
上
、
ま

こ
と
に
遺
憾
だ
。
非
惨
な
結
果
を
も
た

ら
す
戦
争
を
、
再
び
繰
り
返
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

一
方
、
榊
氏
は
戦
後
、
石
井
部
隊
の

隊
員
を
戦
犯
に
し
な
い
密
約
で
、
研

究

成
果
を
米
軍
に
提
供
し
た
の
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ

文
書
で
明
ら
か
で
あ
る
と
し

「
米
国
か

ら
関
係
褥
類
を
取
り
寄
せ
、
調
査
を
」

と
迫

っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
加
藤
良
三

・
外
務
省
北
米
局
安

全
保

障
ｍ

長
は

「
小
説
や
諭
文
の
内
容
を
も
と
に
、
い

ち
い
ち
対
米
照
会
す
る
立
場
に
な
い
」

と
調
査
を
拒
否
し
た
。

厚
生
省
に
よ
る
と
、
問
題
の

「
関
東

軍
防
疫
綸
水
部
」

（
耐
州
輌
７
３
１
部

隊
）
は
総
務
い
資
材
、
教
育
、
診
豪
の

四
部
門
編
成
、
應
戦
直
前
の
二
十
年
六

月
に
は
関
東
軍
の
命
令
で
大
連
に
ペ
ス

ト
防
疫
隊
も
新
た
に
編
成
さ
れ
た
一

ハ
ル
ピ
ン
の
本
部
の
ほ
か
、

ハ
イ
ラ

ル
、
牡
丹
江
、
孫
県
、
林
日
、
大
連
の

五
カ
所
に
支
部
が
置
か
れ
、
百
五
十
１

二
百
五
十
人
規
模
で
将
校
ら
が
配
置
さ

れ
て
い
た
響
一，
‐
　

ヽ

同
日
明
ら
か
に
さ
れ
た
資
料
は
終
戦

後
に
厚
生
省
引
揚
扱
饉
日
で
作
成
さ
れ

た
。そ

れ
に
よ
る
と
同
部
隊
の
主
任
務
は

「
細
国
の
研
究
、
各

部
隊

の
防

疫
給

水
い
血
清
、
痘
症
の
研
究
」
ｏ
終
戦
の

八
月
十
五
日
以
降
は
本
部
所
属
の
軍
人

と
そ
の
家
族
は
日
本
に
帰

っ
た
。
し
か

し
、

ハ
イ
ラ
ル
、
牡
丹
江
の
各
支
部
で

は
武
装
解
除
さ
れ
、
大
半
が
シ
ベ
リ
ア

ヘ
連
行
さ
れ
た
。
ま
た
ヽ
大
連
の
ベ
ス

ト
防
疫
部
隊
は
率
天
で
武
装
解
除
さ
れ

た
壼

ヽ

施
設
を
利
用
し
て
病
院
を
開

餃
し
た
が
、
・医
師
、
興
剤
富
ら
は
翌
二

十

一
年
八
月
田
府
軍
に
加
餃
を
接
収
さ

れ
た
あ
と
大
部
分
が
婦
口
し
て
い
る
。

旧
関
東
軍
第
七
三
一
部
隊

（通
称
石
丼
部
隊
、
部
隊
長
・
石
井
四
郎
中
将
）
に
よ
る
生
体
実
験
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
六

日
、
国
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
厚
生
省
は
内
部
資
料
を
も
と
に
、
こ
れ
ま
で
二
千
五
百
人
前
後
と
い
わ
れ
て
き
た
石
井
部

隊
が
、
計
三
十
五
百
人
以
上
の
大
部
隊
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
公
式
に
確
認
し
た
。
し
か
し
、
調
査
を
求
め
ら
れ
た
政
府
側
は
消

極
的
な
姿
勢
に
終
始
し
た
。
米
Ｃ
Ｂ
Ｓ
放
送
は
、
石
井
部
隊
の
残
虐
行
為
の
特
集
番
組
を
放
送
す
る
な
ど
海
外
で
も
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
が
″日
本
版
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
″と
ま
で
い
わ
れ
る
こ
の
問
題
は
、鷹
史
の
ヤ
ミ
に
葬
り
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

II]:

消
極
.姿



戦
時
中
に
中
国
で
人
体
実
験

を
繰
り
返
し
た
と
さ
れ
る
旧
日

本
軍
の

「七
三
一
部
隊
」
の
隊

員
ら
三
千
六
百
七
人
の
実
名
が

記
さ
れ
た
名
簿
が
国
立
公
文
書

館
か
ら
開
示
さ
れ
た
と
、
滋
賀

医
科
大
の
西
山
勝
夫
名
誉
教
授

が
十
五
日
ま
で
に
記
者
会
見
し

て
明
ら
か
に
し
た
。

西
山
氏
は

「隊
員
ほ
ぼ
全
員

の
実
名
が
明
ら
か
に
な
る
の
は

初
め
て
。
研
究
に
役
立
て
て
も

ら
う
た
め
、
今
後
ホ
ト
ム
ベ
ー

ジ
で
公
開
す
る
」と
し
て
い
る
。

開
示
さ
れ
た
の
は
、
七
三
一

７３‐
部
隊
員
ら
実
名
開
示

３６０
人
分
、公
文
書
館
が
名
簿

部
隊
を
中
心
と
す
る

「関
東
軍

防
疫
給
水
部
」の
「留
守
名
簿
」。

一
九
四
五
年
一
月
一
日
付
で
作

成
さ
れ
、
軍
医
五
十
二
人
、
技

師
四
十
九
人
、
看
護
婦
三
十
八

人
、
衛
生
兵
千
百
十
七
人
な
ど

の
実
名
や
階
級
、
連
絡
先
が
記 哲

キ
る
簿
一

載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
二
〇

一
五
年
か
ら
開
示
請
求
し
、
当

初
は
ほ
ぼ
黒
塗
り
だ

っ
た
が
、

交
渉
の
末
に
今
年

一
月
、
連
絡

先
の

一
部
な
ど
を
除
い
た
名
簿

の
ほ
ぼ
全
容
が
開
示
さ
れ
た
。

西
山
氏
ら
の
グ
ル
ー
プ
は
、

1  .11■ ‐.● ハ́
国立公文書館が
開示 した名簿

部
隊

の
軍
医
将
校

の
学
位
論
文

に

つ
い
て

「
人
体
実
験
を
基

に

し

た

可

能

性

が

あ

る
」

と

し

て
、
京
都
大

に
学
位
授
与

の
妥

当
性
を
検
証
す
る
よ
う
求
め
る

署
名
活
動
を
し

て
お
り
、
近
く

大
学

に
申
し
入
れ
る
。


